
　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
市
民
の
暮
ら
し
が
一
層
困

窮
し
て
い
ま
す
。
「
行
財
政
改
革
」
は
押
し
進
め
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見
直
し
を
し
て
で
も
海
老
川
上

流
地
区
開
発
事
業
を
進
め
る
と
い
う
市
の
姿
勢
が

明
ら
か
に
な
っ
た
12
月
議
会
で
し
た
。
事
業
費
の

計
上
も
れ
54
億
円
や
、
追
加
工
事
費
用
44
億
円
、

新
駅
設
置
50
億
円
な
ど
市
の
負
担
が
増
え
、
日
本

共
産
党
以
外
か
ら
も
懸
念
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

市
の
施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
事
業
者
に
丸
投

げ
し
て
し
ま
う
「
指
定
管
理
者
制
度
」
で
は
、
指

定
管
理
を
受
け
る
業
者
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

と
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
同
様
に
施
設
や
事
業

を
失
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

予
算
決
算
委
員
会
の
質
疑
で
は
、
日
本
共
産
党

の
質
問
に
対
し
、
委
員
長
が
市
長
側
に
答
弁
を
求

め
な
い
「
質
問
封
じ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
委
員
長
の
不

信
任
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
、
ひ
と
り
親
家
庭
（
所
得
制
限
あ

り
）
や
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
給
付
金
が
再
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

２
つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
廃

止
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
市
は
指
定
管
理
を
次
々
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　現在は慈眼院の建物はなく、境内にあった石碑と墓地が残ってい

ます。江戸時代につくられた臨済宗の庵で、北総鉄道（現在の東武

鉄道）の敷設工事の朝鮮人労働者の飯場として使われていました。

関東大震災時、市内でも朝鮮人の虐殺が行われましたが、当時、

慈眼院にいた 2 人の朝鮮人を丸山の人びとが守りました。この階段

を挟み「殺せ、渡せ」とやってきた他所の自警団と、丸山の人びとの

「悪いことはしていないのに渡せるか」の応酬があったそうです。

「
財
政
が
厳
し
い
」
と
言
い
な
が
ら
、

ゼ
ネ
コ
ン
向
け
大
型
開
発
に
１
６
６
億
円
を
投
入
!?

　

市
長
が
進
め
る
海
老
川
上
流

地
区
開
発
事
業
で
は
、
総
事
業

費
に
54
億
円
の
諸
経
費
が
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
、
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
議
会
に
は
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
の
株
式
会
社
フ
ジ
タ

が
策
定
し
た
追
加
工
事
を
含
む

新
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
、

総
事
業
費
は
１
５
８
億
円
か
ら

１
９
２
億
円
に
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
市
の
助
成
金

は
、
13
億
円
増
額
の
56
億
円
に

な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
も
、
市
は
こ
の
計
画
実

現
の
た
め
に
、
行
革
で
凍
結
し

て
い
た
事
業
区
域
内
に
あ
る
東

葉
高
速
鉄
道
の
新
駅
を
建
設

（
50
億
円
）
し
、
令
和
８
年
に
開

業
す
る
こ
と
ま
で
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
進
め
れ
ば
、

医
療
セ
ン
タ
ー
用
地
（
60
億

円
）
を
含
め
市
の
負
担
は
合
計

１
６
６
億
円
も
の
事
業
に
な
り

ま
す
。
財
政
が
厳
し
く
な
る
か

ら
と
市
民
に
押
し
付
け
て
い
る

「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

と
は
正
反
対
の
政
策
決
定
で
す
。

　

議
会
で
財
源
問
題
を
指
摘
さ

れ
た
市
長
は
「
市
長
と
し
て
判

断
し
た
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、
ま
る
で
大
型
開

発
の
た
め
に
「
行
革
プ
ラ
ン
」

を
す
す
め
て
い
る
と
、
表
明
す

る
よ
う
な
も
の
で
す
。

2 月 10 日（水）
3 月 10 日（水）

コ
ロ
ナ
禍
　
開
発
事
業
で
な
く
市
民
の
い
の
ち
暮
ら
し
守
れ

12月
議会

2
人
の
朝
鮮
人
を

守
っ
た
丸
山
の
人
び
と

コ
ロ
ナ
対
策
で
P
C
R
な
ど
緊
急
要
望

福
祉
後
退
の
「
行
財
政
改
革
」

　

日
本
共
産
党
千
葉
県
西
部
地

区
委
員
会
と
船
橋
市
議
団
は
12

月
9
日
、
市
長
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
に

関
す
る
緊
急
の
要
望
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
「
第
３
波
」
で
感
染
者
は

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
船
橋
市

内
で
も
介
護
老
人
施
設
・
高
校
・

病
院
等
で
感
染
者
の
ク
ラ
ス
タ

ー
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
感
染

の
爆
発
的
拡
大
を
抑
止
し
、

　

今
議
会
も
市
民
泣
か
せ
の

「
行
財
政
改
革
」
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
母
子
・
父
子
家
庭
の

医
療
崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
強
化
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
「
病
院
・
介
護

施
設
等
へ
の
社
会
的
検
査
」
な

ど
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
危
機
感
は
共
有
し

て
い
る
」
「
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
要
望
は
検
討
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
日
本
共
産
党
市
議

団
は
県
知
事
や
政
府
へ
も
働
き

か
け
、
署
名
活
動
に
も
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

医
療
費
助
成
を
改
悪
す
る
条
例

が
通
さ
れ
、
１
５
３
人
の
高
校

生
、
４
０
１
人
の
一
人
親
が
助

成
を
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
（
昨

年
４
月
１
日
時
点
）

　

コ
ス
ト
削
減
を
口
実
に
公
共

施
設
の
企
業
依
存
が
進
み
、
市

営
住
宅
や
少
年
自
然
の
家
、
総

合
体
育
館
等
の
管
理
運
営
を
営

利
企
業
に
や
ら
せ
る
議
案
が
通

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
受
け
る

法
人
が
い
な
い
か
ら
と
、
多
く

の
利
用
者
の
い
る
市
立
西
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
市

立
三
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
を
廃
止
す
る
議
案
も
通
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
福

祉
を
後
退
さ
せ
る
「
行
財
政
改

革
」
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

市役所前で新年の挨拶をする日本共産党前衆院議員・さいとう和子、
前県議会議員・丸山慎一、党市議団＝1月4日
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子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

家
庭
児
童
相
談
室
が
南
船
橋
駅
前
へ
?!

質
問
封
じ
は
議
会
の
責
任
放
棄

鈴
木
予
算
決
算
委
員
長
の
不
信
任
動
議
を
提
出

　

北
本
町
の
保
健
所
施
設
内
に

あ
る
家
庭
児
童
相
談
室
で
受
け

る
相
談
件
数
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
市
内
全
域
か
ら
相

談
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
児
童
相
談
所
設
置
構
想

で
は
、
京
葉
線
南
船
橋
駅
南
側

に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
児
童

相
談
所
内
に
、
家
庭
児
童
相
談

室
も
移
し
て
し
ま
お
う
と
い
う

計
画
で
す
。

　

こ
れ
で
は
、
市
内
全
域
か
ら

の
利
便
性
が
悪
く
な
り
、
特
に

北
部
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

悪
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

市
は
家
庭
児
童
相
談
室
を
児

童
相
談
所
内
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
両
者
の
連
携
を
強
化
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
や
保
護

　

今
議
会
、
日
本
共
産
党
は
鈴

木
和
美
予
算
決
算
委
員
長
に
対

す
る
不
信
任
動
議
を
出
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
総
括
質
疑

に
対
す
る
市
長
側
の
答
弁
を
行

今
こ
そ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を

　

日
本
共
産
党
は
12
月
議
会

で
、
男
女
共
同
参
画
条
例
の
創

設
を
求
め
ま
し
た
。

　

全
国
の
市
区
町
村
の
女
性
管

理
職
（
課
長
級
以
上
）
の
割
合

は
約
18
％
で
す
が
、
船
橋
市
は

８
％
と
半
分
未
満
で
す
。

　

男
女
混
合
名
簿
を
採
用
す
る

市
立
学
校
は
２
０
０
６
年
度
の

46
校
か
ら
激
減
し
、
市
立
船
橋

高
校
と
特
別
支
援
学
校
の
２
校

だ
け
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の

位
置
付
け
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
７
市
に
あ
る
男
女
共
同

参
画
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

船
橋
市
は
「
県
や
他
市
の
状
況

を
注
視
し
た
い
」
と
消
極
的
で

す
が
、
今
後
は
積
極
的
な
姿
勢

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
今
議
会
で
は
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
現
を
求
め

る
市
民
の
陳
情
が
採
択
さ
れ
る

と
い
う
、
画
期
的
な
動
き
が
あ

り
ま
し
た
。
多
様
性
や
個
人
の

尊
厳
を
尊
重
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
市
政
が
切
実
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
奮
闘

し
ま
す
。

者
、
妊
産
婦
を
支
援
か
ら
遠
ざ

け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
緊
急
を
要
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
職
員
が
通
報
先
へ

か
け
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
家
庭
児
童
相
談
室
を
児
童

相
談
所
内
の
１
カ
所
に
し
て
し

ま
う
こ
と
は
問
題
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
現
在
の
家
庭

児
童
相
談
室
を
残
し
、
新
京
成

沿
線
に
も
家
庭
児
童
相
談
室
を

設
置
し
、
支
援
や
虐
待
対
応
の

強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と

求
め
ま
し
た
。
市
の
答
弁
は
「
ま

ず
は
、
児
童
相
談
所
と
一
体
で

連
携
を
図
る
、
複
数
設
置
は
そ

の
先
の
問
題
」
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
今
後
も
複
数
設
置
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

わ
せ
な
い
、
異
常
な
運
営
を
行

っ
た
た
め
で
す
。

　

こ
の
間
、
総
括
質
疑
を
め
ぐ

っ
て
「
政
策
的
判
断
を
求
め
る

も
の
か
、
複
数
の
委
員
会
に
ま

た
が
る
も
の
に
限
る
」
な
ど
質

疑
に
制
約
が
持
ち
込
ま
れ
、
今

議
会
で
は
質
問
内
容
を
議
会
が

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
発
言
権

を
抑
制
し
て
い
ま
す
。
議
会
が

市
長
へ
の
質
疑
や
質
問
を
抑
制

す
る
こ
と
は
、
市
長
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
と
し
て
の
責
任
放
棄
で

す
。

　

動
議
は
賛
成
が
47
人
中
11
人

（
左
表
）
で
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
こ

と
で
市
民
の
声
を
代
弁
す
る
議

会
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

船橋市議会　意見書と主な陳情への態度 共
産
：
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
11
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
10
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
８
人
）
、

自
民
：
自
由
民
主
党
（
７
人
）
、
真
政
：
真
政
会
（
４
人
）
、

み
ら
い
：
み
ら
い
＠
船
橋
（
２
人
）
、 

無
所
属
（
３
人
）
：
は
・
小
・

今
＝
議
員
の
頭
文
字

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
、
×
：
反
対

内　容 結果 共産 自由 公明 民主 自民 真政 みらい 無所属

　
意
見
書
（
日
本
共
産
党
提
案
）

核兵器禁止条約への署名・批准を直ちに求める意見書 否決 ○ × × ○ × × ○ ○：は･今
×：小　

東京電力福島第一原子力発電所における多核種除去
（ALPS)等処理水の自然界放出を行わないよう求める意
見書

否決 ○ × × ○：４
退：４ × × ○ ○：は･今

×：小　

日本学術会議への人事介入及び任命拒否の撤回を求め
る意見書

否決 ○ × × ○：７
退：１ × × ○ ○

主
な
陳
情

同性パートナーシップ制度開始に関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○：６
退：２

×：５
退：２

○：３
×：１ ○ ○

国に対して「30人以下学級の推進を求める意見書」の
提出を求める陳情

不採択 ○ × × ○：６
退：２ × × ○  ○：今

×：は･小

　

夏
見
台
の
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
は
２
０
０
８
年

に
船
橋
市
が
建
設
し
、
医
療
法

人
社
団
・
輝
生
会
が
管
理
運
営

し
て
い
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
専

門
病
院
で
す
。

　

高
い
技
術
が
評
判
で
す
が
、

問
題
は
高
す
ぎ
る
差
額
ベ
ッ
ド

代
で
す
。
同
じ
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
市
内
民
間
病
院
は
１

日
３
３
０
０
円
～
約
２
万
円
で

す
が
、
市
立
リ
ハ
ビ
リ
病
院
は

1
日
１
万
３
２
０
０
円
～
３
万

９
６
０
０
円
に
も
な
り
ま
す
。

し
か
も
差
額
ベ
ッ
ド
代
の
か
か

ら
な
い
４
人
部
屋
の
空
き
が
な

住
民
を
犠
牲
に
す
る

日
米
合
同
演
習
は
き
っ
ぱ
り
中
止
を

民
間
よ
り
高
い
差
額
ベ
ッ
ド
代　

徴
収
や
め
よ

指
定
管
理
の
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　

陸
上
自
衛
隊
第
一
空
挺
団
が

毎
年
１
月
に
実
施
し
て
い
る

「
降
下
訓
練
始
め
」
に
、
２
０
１

７
年
か
ら
米
軍
が
参
加
を
し
て

い
ま
す
。
17
年
は
在
日
米
軍
か

ら
15
人
の
参
加
で
し
た
が
、
18

年
に
は
30
名
と
倍
に
な
り
、
さ

ら
に
ア
ラ
ス
カ
か
ら
も
50
名
が

参
加
す
る
な
ど
、
規
模
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
９
月
に
は
２
日
間
に

わ
た
り
、
習
志
野
演
習
場
を
使

用
し
た
日
米
共
同
演
習
が
初
め

て
実
施
さ
れ
、
「
降
下
訓
練
始

め
」
が
日
米
共
同
演
習
の
実
績

作
り
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
降
下
訓
練
始
め
は
13

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、「
今

回
は
米
軍
は
参
加
し
な
い
」
と
、

１
月
８
日
の
夕
方
に
、
北
関
東

防
衛
局
か
ら
船
橋
市
に
対
し

て
、
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

詳
細
を
確
認
す
る
と
、
米
軍

は
駐
屯
地
に
来
て
も
い
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
。
結
局
、
訓
練

に
参
加
し
な
い
こ
と
は
、
か
な

り
前
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
は
ず

な
の
に
自
治
体
に
は
知
ら
せ
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
防

く
、
病
院
都
合
で
個
室
に
入
院

さ
せ
る
際
も
最
大
14
日
分
の
差

額
ベ
ッ
ド
代
を
求
め
ら
れ
る
た

め
、
高
額
な
請
求
に
驚
き
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
12
月
議
会
で

こ
う
し
た
運
用
を
や
め
よ
と
質

し
ま
し
た
。
市
は
回
復
期
病
院

だ
か
ら
問
題
な
い
と
し
ま
し
た

が
、
開
設
時
に
２
割
も
の
病
床

を
個
室
に
し
た
の
は
市
で
す
。

公
立
病
院
と
し
て
、
お
金
が
な

く
て
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

（
表
）【
鈴
木
委
員
長
の
不
信
任
動
議
に
賛
成
し
た
議
員
】
●
日
本
共
産
党
／
岩
井
友
子
、
神
子
そ
よ
子
、
坂
井
洋
介
、

松
崎
さ
ち（
金
沢
和
子
は
欠
席
） 

●
市
民
民
主
連
合
／
浦
田
秀
夫
、神
田
廣
栄
、斉
藤
誠　
●
み
ら
い
＠
船
橋
／
朝
倉
幹
晴
、

池
沢
み
ち
よ　
●
無
所
属
／
今
仲
き
い
子
、
は
ま
の
太
郎
（
氏
名
は
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

止
の
た
め
、
一
般
公
開
は
中
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
口
実

で
あ
っ
た
「
米
軍
に
よ
る
祝
賀

の
意
」
も
、
国
民
へ
「
ご
理
解

を
深
め
て
頂
く
」
こ
と
も
、
全

く
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
米
軍
は
、
日
米
地
位
協

定
９
条
で
出
入
国
管
理
法
の
適

用
が
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
入

管
も
通
ら
ず
、
日
本
で
の
検
疫

も
受
け
ず
、
市
内
を
自
由
に
移

動
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
で
、
市
民
生
活
は
感
染
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
の
た
め
に
、
市

は
、
住
宅
密
集
地
で
の
日
米
共

同
訓
練
の
中
止
を
求
め
て
い
く

べ
き
で
す
。


